
( 2026年度・大学院　看護福祉学研究科 )

感染看護論演習

[演習]　1年・2年　選択　60時間　4単位

《担当者名》塚本　容子[yokot88@hoku-iryo-u.ac.jp]

【概　要】

本講では、以下の内容において演習を行う。

1.Critique priorities identified for nursing in the twenty-first century.

2.Examine issues and examples of research related to clinical nursing process and outcome.

3.Evaluate selected sampling designs for soundness and feasibility in nursing research.

4.Evaluate issues related to internal and external validity of research designs.

5.Critique published nursing research reporting research designs.

6.Assess selected evaluation models useful for nursing.

7.Compare and contrast process and outcome measurement applicable to nursing research.

8.Design an appropriate quantitative research study for a selected research problem.

【学修目標】

1）Identify current issues in Infectious Disease Nursing

2）Conduct appropriate research critique

3）Design an appropriate quantitative research study for dissertation

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１

２

学位論文作成のための研究プロセス

と方法論

・研究の基本的事項の確認と研究プロセスについて、

今後の学位論文執筆に向けてオリエンテーションを含

めて享受する

塚本

3

15

研究課題の絞り込みと明確化 ・学生の臨床課題から研究課題を絞り込む

・Real ReasonからResaerch Questionに変えていくた

めの系統的文献検討から研究動向を調査し、プレゼン

テーションを行う

塚本

16

25

研究計画書の作成 ・明確にした研究課題に基づき、方法論を吟味する

・そのうえで、研究計画書を作成する

塚本

26

30

研究方法の検討 ・作成した研究計画書に基づき、予備調査を行い、そ

の結果から研究方法の妥当性を吟味する。

塚本

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

文献検討（50％）、研究計画書作成（30％）、予備調査の実施（20％）

【教科書】

随時示す

【参考書】

随時示す

【学修の準備】

必要な文献・資料等を熟読しておくこと

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

本科目の内容は、深い学識と高度な実践力、指導的役割の発揮力を修得するという看護学専攻博士後期（博士）課程のディプロ

マ・ポリシーに適合している。


